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土
田
議
員
は
９
月
議
会
の
代
表
質
問
で
、
高
橋
市
長
に
対
し
税
金
無
駄

づ
か
い
を
や
め
、
開
発
最
優
先
か
ら
「
市
民
の
声
を
聞
き
市
民
を
支
え
る

市
民
本
位
の
市
政
」
に
切
り
換
え
る
こ
と
を
も
と
め
ま
し
た
。

  

土
田
議
員
は 

策
定
が
進
め
ら
れ

て
い
る
水
戸
市
第
７
次
総
合
計
画

に
つ
い
て
「
一
部
の
利
権
の
た
め

の
ム
ダ
づ
か
い
を
改
め
、
暮
ら
し

や
福
祉
・
教
育
、
市
民
に
必
要
な

施
設
整
備
に
き
ち
ん
と
予
算
を
つ

け
る
総
合
計
画
に
す
べ
き
」
と
強

調
、市
長
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

水
戸
市
の
こ
れ
ま
で
の
再
開
発

は
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
に
空
き
室
が

多
い
な
ど
失
敗
続
き
で
す
。
ま
ち

な
か
は
マ
ン
シ
ョ
ン
、
コ
ン
ビ
ニ
、

駐
車
場
だ
ら
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

土
田
議
員
は
「
特
に
泉
町
に
偏
っ

た
莫
大
な
支
出
が
行
わ
れ
て
き
た

が
、
こ
れ
ら
は
伊
勢
甚
の
老
朽
ビ

莫
大
な
公
金
が

民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
に
？

ル
の
処
分
の
た
め
だ
」
と
批
判
。

　

昨
年
度
は
、
泉
町
周
辺
だ
け
に

１
１
５
億
円
も
の
税
金
を
支
出
。

余
り
に
も
予
算
が
偏
っ
て
い
ま
す
。

失
敗
続
き
の
再
開
発

ま
た
起
爆
剤
？

﹁
こ
ど
も
ま
ん
な
か
﹂

　
と
言
い
な
が
ら‥
‥

土田 きよみ 議員

１県１水道・広域化

　
高
橋
市
長
は
自
ら
を
「
こ
ど
も
ま

ん
な
か
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
子
育

て
政
策
を
優
先
す
る
と
い
い
な
が
ら
、

予
算
は
出
し
渋
っ
て
い
ま
す
。

　
経
費
削
減
目
的
の
放
課
後
学
級
の

民
間
委
託
で
様
々
な
問
題
が
噴
出
。

支
援
員
や
物
品
、
教
室
の
不
足
、

定
員
を
超
え
た
詰
め
込
み
も‥

。
子

ど
も
の
安
全
、
過
ご
し
や
す
い
環
境

へ
の
改
善
は
、
市
が
責
任
を
持
っ
て

行
う
べ
き
と
追
及
し
ま
し
た
。

　　
市
長
は
「
来
年
度
か
ら
競
争
入

札
方
式
を
見
直
し
、
事
業
者
・
学

校
と
の
連
携
を
密
に
す
る
。
優
先
順

位
を
み
な
が
ら
施
設
整
備
を
進
め

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
土
田
議
員
は
、
廃
止
さ
れ
た
青
柳

市
民
プ
ー
ル
の
よ
う
な
市
民
や
子
ど

も
た
ち
が
憩
え
る
場
が
必
要
と
主
張

放
課
後
学
級
で
問
題
噴
出

プ
ー
ル
施
設
の
整
備
求
め
る

し
再
整
備
を
要
求
。ま
た
、学
校
プ
ー

ル
廃
止
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

国
保
の
子
ど
も
均
等
割
廃
止
を

　
中
庭
議
員
は
一
般
質
問
で
、
高
す

ぎ
る
国
保
税
の
値
下
げ
を
要
求
。

　
子
ど
も
が
多
い
世
帯
ほ
ど
負
担
が

重
い
た
め
、
黒
字
を
活
用
し
均
等
割

の
全
額
免
除
を
求
め
ま
し
た
。

　
９
月
議
会
に
市
立
見
川
幼
稚
園
を

廃
止
す
る
議
案
が
出
さ
れ
、
日
本
共

産
党
だ
け
が
反
対
し
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
土
田
議
員
は
反
対
討
論
で
、
市
立

幼
稚
園
は
園
児
や
保
護
者
、
地
域

住
民
が
育
て
て
き
た
市
民
の
財
産
で

あ
り
、
た
だ
園
児
が
減
る
の
を
待
っ

て
次
々
と
廃
止
す
る
市
の
姿
勢
を
批

判
。
見
川
幼
稚
園
は
地
域
住
民
が

設
立
し
６６
年
の
歴
史
を
も
つ
貴
重
な

園
。
存
続
を
求
め
る
署
名
も
提
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

見
川
幼
稚
園
の
廃
止
に
反
対

　
中
庭
議
員
は
一
般
質
問
で
、
市
営

住
宅
へ
の
単
身
者
の
入
居
条
件
の
緩

和
を
求
め
ま
し
た
。1

人
暮
ら
し
の

方
が
市
営
住
宅
を
希
望
し
て
も
６０

歳
以
上
で
な
け
れ
ば
入
居
で
き
ま
せ

ん
。
三
人
に
一
人
が
非
正
規
雇
用

の
な
か
、
若
者
や
女
性
の
貧
困
が
社

会
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
低
家
賃
の

市
営
住
宅
の
役
割
が
大
切
で
す
。　

空
き
家
５
５
０
戸
の
活
用
を

中庭由美子 議員

　
中
庭
議
員
は
「
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価

高
騰
の
た
め
家
賃
を
滞
納
し
住
む

家
を
失
っ
た
若
者
や
女
性
が
い
る
。

そ
の
一
方
で
水
戸
市
営
住
宅
の
空

き
家
は
７
月
末
で
５
５
０
戸
あ
る
。

風
呂
釜
の
設
置
が
実
現

こ
れ
を
活
用
し
６０

歳
以
下
の
一
人
暮

ら
し
の
方
が
入
居

で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
だ
」
と
主
張
。

　
都
市
計
画
部
長
は

「
空
き
家
増
加
や
入

居
者
の
高
齢
化
で

　　
田
中
議
員
は
一
般
質
問
で
、
水

道
事
業
を
県
に
一
体
化
さ
せ
る
１
県

１
水
道
に
水
戸
市
が
参
加
し
な
い
よ

う
要
求
。
県
は
市
町
村
の
自
己
水

源
を
閉
じ
さ
せ
て
、
過
大
な
水
源
開

発
で
余
っ
て
い
る
県

の
高
い
水
を
買
わ
せ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
水
道
料
金
は
大
幅
値
上
げ
、

水
源
の
一
極
集
中
で
災
害
時
の
リ
ス
ク
も

高
ま
る
な
ど
問
題
だ
ら
け
で
す
。

　　
水
道
部
長
は
「
市
独
自
の
検
証
の
結
果
、

市
の
給
水
原
価
は
広
域
連
携
後
よ
り
も
低

く
抑
え
ら
れ
る
。
市
民
負
担
の
増
大
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
県
が
目
指
す
１
県
１
水

道
に
参
加
し
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

水
戸
市
は
参
加
せ
ず

水
戸
市
は
参
加
せ
ず

田中まさき
議員

新
た
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
他
市

の
事
例
を
参
考
に
入
居
条
件
の
緩
和

を
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
単
身
者
の
入
居
条
件
緩
和
は
日
立

市
が
今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
県
も

来
年
４
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。
水
戸

市
も
速
や
か
に
実
施
す
べ
き
で
す
。

単身者入居を要望単身者入居を要望

開発優先から開発優先から市民の願い優先に市民の願い優先に

市営住宅の入居要件の緩和

土田きよみ
議員

田中まさき
議員

中庭由美子
議員

　　
中
庭
議
員
は
「
市
営
住
宅
の
入

居
に
は
２０
～
３０
万
円
か
け
て
風
呂
釜

を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
入
居
を

た
め
ら
う
原
因
の
一
つ
。
市
が
設
置

す
べ
き
」
と
要
求
。

　
都
市
計
画
部
長
は
「
河
和
田
住
宅

の
３
階
以
上
に
新
規
入
居
す
る
場
合

は
市
が
風
呂
釜
を
設
置
す
る
」
と

答
弁
し
実
現
し
ま
し
た
。

再開発・マンション建設



午後１時から

無料法律相談 どんな問題でもお気軽に
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市
民
会
館

市
民
会
館

　

今
年
の
夏
は
気
象
庁
が
統
計

開
始
１
２
６
年
間
で
最
も
暑
い

夏
で
し
た
。
茨
城
県
で
は
熱
中

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が

１６
回
発
令
。

水
戸
市
で
は
真
夏
日
が

４３
日
、

猛
暑
日
が

１４
日
あ
り
ま
し
た
。

　

い
ま
や
エ
ア
コ
ン
は
必
需
品

で
す
が
、
電
気
代
を
含
め
物
価

高
騰
で
暮
ら
し
は
大
変
で
す
。

　

中
庭
議
員
は
「
猛
暑
か
ら
命

を
守
る
た
め
経
済
的
支
援
が
必

要
。
市
独
自
に
エ
ア
コ
ン
設
置

助
成
、
電
気
代
支
援
、
公
共
施

設
や
市
営
住
宅
集
会
所
な
ど
を

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
活

用
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
「
他
市
町
村
の
事
例
を

注
視
し
な
が
ら
検
討
す
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

　

文
字
の
読
み
書
き
が
苦
手
な

Ｌ
Ｄ(
学
習
障
害
)
の
児
童
生
徒

が
専
門
的
な
支
援
を
受
け
る
通

級
指
導
教
室
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
水
戸
市

内
で
は
、
浜
田
小
学
校
に
１
ク

ラ
ス
、
第
三
中
学
校
に
１
ク
ラ

ス
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
庭
議
員
は
『
市
内
全
域
か

ら
通
う
の
は
大
変
』
と
の
保
護

者
の
声
を
受
け
、
学
習
障
害
や

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
児
童
生
徒
の
た
め

の
通
級
指
導
教
室
の
増
設
や
巡

回
指
導
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
、「
利
用
見
込
み
生
徒
数

が
新
規
開
設
の
基
準
を
満
た
せ

ば
教
室
開
設
を
検
討
す
る
」
と

前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

利
用
者
・
専
門
家
の
声
反
映
を

学
習
障
害
児
の

通
級
教
室
ふ
や
し
て

熱
中
症
か
ら
命
ま
も
る

熱
中
症
か
ら
命
ま
も
る

　

田
中
議
員
は
、
教
員
の
働
き

方
を
緊
急
に
改
善
す
る
こ
と
、

そ
の
た
め
に
抜
本
的
な
教
員
定

数
増
が
必
要
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

中
央
教
育
審
議
会
は
提
言
で

国
標
準
を
上
回
る
授
業
数
は
来

年
度
か
ら
見
直
す
こ
と
や
、
教

員
業
務
支
援
員
の
全
小
中
学
校

配
置
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

教
育
部
長
は
「
小
学
５
年
生

で
標
準
授
業
時
数
を
大
幅
に
上

回
る
学
校
が
約

２７
％
あ
る
た
め

見
直
し
を
促
す
。
教
員
業
務
支

援
員
は
昨
年
度
に
終
了
し
た
。

県
に
復
活
及
び
拡
充
を
要
望
し

て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 田中まさき 議員

土田 きよみ 議員

　

田
中
議
員
は
教
員
の
残
業
の
実
態

を
質
問
し
、
何
時
間
残
業
し
て
も
基

本
給
の
４
％
分
だ
け
払
う
仕
組
み
の

改
善
が
必
要
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

教
育
部
長
の
答
弁
で
、
水
戸
市
の

教
員
の
月
平
均
残
業
時
間
は
、
小
学

教
員
の
働
き
方
改
善
を

教
員
の
働
き
方
改
善
を

中庭 由美子 議員

　

土
田
議
員
は
市
民
会
館
に
対

す
る
市
民
や
利
用
者
の
声
に
も

と
づ
き
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　

館
内
動
線
や
ホ
ー
ル
の
使
い

勝
手
の
悪
さ
に
加
え
、
様
々
な

問
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

小
ホ
ー
ル
は
１
０
０
人
規
模

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
使
え
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
貸
し
出
す
ピ
ア

ノ
は
高
額
で
購
入
し
た
「
フ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
」

だ
け
で
、「
コ
ン
サ
ー
ト
規
模
と

つ
り
合
わ
ず
使
え
な
い
」
と
演

奏
家
か
ら
厳
し
い
指
摘
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
長
は
「
音
楽
室
に
あ
る
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
貸
し
出
せ
る

よ
う
に
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
が
、
音
楽
室
の
予
約
が
入
っ

て
い
れ
ば
使
え
ま
せ
ん
。

　

土
田
議
員
は
「
専
門
家
や
利

用
者
の
視
点
、
意
見
を
き
か
ず

に
計
画
を
強
行
し
た
弊
害
だ
。

舞
台
の
専
門
家
や
利
用
者
の
声

に
真
摯
に
向
き
合
い
速
や
か
に

改
善
し
て
い
く
べ
き
」
と
要
求
。

　

新
市
民
会
館
は
３
６
０
億
円

以
上
の
事
業
費
に
加
え
、
今
後

数
十
年
に
わ
た
り
維
持
管
理
費
、

借
金
返
済
が
市
民
に
重
く
の
し

か
か
り
ま
す
。
土
田
議
員
は「
市

民
会
館
に
は
毎
日
百
万
円
以
上

つ
ぎ
込
む
一
方
で
、
放
課
後
学

級
で
は
経
費
が
足
り
ず
、
折
り

紙
さ
え
満
足
に
買
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
予
算
の
使
い
方
が
根

本
的
に
お
か
し
い
」
と
主
張
。

問
題
続
々

問
題
続
々

小
学
校
１
１
０
万
円

中
学
校
１
４
０
万
円

　

税
金
支
出
の
不
当
性
を
訴
え

た
住
民
訴
訟
は
東
京
高
裁
で
控

訴
審
が
行
わ
れ
ま
す
。
土
田
議

員
は
、
市
長
自
ら
事
業
計
画
の

不
備
や
不
透
明
な
財
政
支
出
の

説
明
を
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
長
み
ず
か
ら
説
明
を

開
館
２
か
月

開
館
２
か
月

校
は

４０
時
間
７
分
(
県
平
均
よ
り
４

時
間

３０
分
多
い
)、
中
学
校
は

４９
時

間
４６
分
(
県
平
均
よ
り

５１
分
多
い
)

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
水
戸
市
の
教
員
は

小
学
校
で
年
１
１
０
万
円
分
、
中
学

校
は
１
４
０
万
円
分
の
た
だ
働
き
を

し
て
い
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

田
中
議
員
は
「
残
業
の
大
幅
削
減

と
定
額
働
か
せ
放
題
の
改
善
を
」
と

求
め
ま
し
た
。

た
だ
働
き

▶
中
央
ビ
ル
周
辺
再
開
発
構
想

▶
中
央
ビ
ル
周
辺
再
開
発
構
想

泉町・中央ビル周辺再開発
市に財政支援を求める陳情に反対
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東海第２は廃炉に
防潮堤の施工不良‥日本共産党に内部告発

●

●

●

●

●９月議会に泉町２丁目の中央ビル周辺の
再開発に市の財政支援を求める陳情が提出
されました。９月２５日の本会議で採決さ
れ、日本共産党市議団３名のみが反対しま
したが、他の議員は賛成し可決されました。
●田中議員は建設企業委員会で４つの反対
理由を主張。①中央ビル再開発は事業費が
約１８０億円、市補助は７０億円規模と見
込まれる。4 大プロジェクトの借金返済な
どで市に財政的余裕はない。②またしても
伊勢甚中心の再開発で特定企業優遇だ。マ
ンションやテナントビルは建設ラッシュで
市が補助する必要はない。③いまだ市に説
明もないのにたった 1 回の審議で議会が
可決することは認められない。④中央ビル
再開発を推進すれば、市の第 7 次総合計
画にも重大な影響を与え、他の事業を圧迫
することは明らかだ、として反対しました。

　土田議員は代表質問で 「市民の安全と郷土を

守るため、 高橋市長が再稼働 NO をつきつけ廃

炉を求める表明を」 と主張。 岸田政権のもとで

再稼働に邁進する原電は、 敷地内で事故や火災

を繰り返しています。 土田議員は 「日常的な機

器の安全も守れない事業者が危険な原発を動か

す資格はない。 何年かかっても完成しない広域

避難計画は策定不可能」 と追及しました。

　さらに、 日本共産党への内部告発で防潮堤の

施工不良の隠ぺいが判明。 基礎の柱にコンクリー

トが充填されず鉄筋も変形、 杭が岩盤に届いて

いないなど深刻な状態で工事が停止しています。


